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※左から「開成石経」「康煕字典」「文部省活字」

「当用漢字字体表」「教科書体」

「教育漢字許容字形」「学参フォント」

諸国では、字体の違う篆書が使われていた？

秦篆（小篆）の完成「秦公𣪘銘（575BC）」

字画の成立

南北朝時代とも六朝時代ともいわれる時代。

六朝とは、呉、東晋、宋、斉、梁、陳の六国。

始皇帝による文字統一
秦の字体を強要
3300字種を公認
文字のなにを統一したのか？
どの用途の文字を統一したのか？

王羲之 王献之

甲骨文（金文）

金文（甲骨文）

金文

大篆

六国古文

小篆
篆書
と
隷書
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隷書

八分

六朝書

楷書

正字体
通字体

秦の役人の墓から出土した
湖北省雲夢県睡虎地竹簡は
ほとんど隷書。
楚の字体も使われている

諸国の字体は違っても、
通用していたらしい

湖北省雲夢県睡虎地竹簡（220BC頃）

王羲之の真跡は

残っておらず、

残存しているのは

すべて唐時代以降に

作られた模本

周代になっても甲骨による卜辞が
行われていた。

最古の「さんずい」

商の時代の金文も存在する。

甲骨文というのは、金文の

略体だったのかもしれない。

馬王堆帛書（186BC～168BC頃）
居延漢簡

（32BC～7BC頃）
居延漢簡
（48BC）

天発神讖碑
（276）

侯馬盟書
（晋496BC頃）

青山木牘
（秦309BC～
　307BC頃）

『説文解字』
（100）

『説文解字』の
字体をむりやり
楷書にしたもの
が正字

泰山刻石
（219BC）

馬王堆帛書には始皇帝が廃したはずの
楚国の字体が残っている。
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